選択
[bookmark: _GoBack]昨日、ある勉強会で“選択”について考えさせられることがありました。私が障がい者福祉の仕事に携わったのは、措置の時代の終わり頃からでした。大きな転換点だったと思います。選択ということもその一つのキーワードかなと感じています。選択の機会をどのくらい提供できているだろうか？その機会は、本人が選択できる形での提供になっているだろうか？用意した選択肢は適切であっただろうか？良かれと思って支援していることが、実は一方的な結論へと誘導してしまってはいないか？選択できる福祉の時代ですが、選ばれる為の準備、勉強の必要性を改めて感じました。

